
ユーザーレコードの一括アップロード 

このセッションでは、ユーザーを一括で編集したり、メッセージを送信したりする方法を学習します 

 

これを行うには、最初にユーザーセットを作成します 

 

次に、そのセットでジョブを実行して、ユーザーに対して選択したアクションを適用します 

 

ユーザーレコードのセットを作成する最も簡単な方法は、ユーザーの検索クエリを保存することです 

 

例えば、ジョブカテゴリが「カタロガー」のユーザーを検索してみましょう 

 

この検索クエリからセットを作成するには、[クエリを保存]をクリックします 

 

セットに名称を付けます 

 

[プライベート]を選択解除することで、他のAlmaスタッフが利用できるようにすることができます 

 

そして、[保存]をクリックします 

 

[セットの管理]ページに移動します 

 

ここに、カタロガーのセットが保存されます 

 

[アドミン] + [セットの管理]からいつでもこのページに戻ることができます 

 

このページでは、検索クエリを保存する代わりに 

 

既存のセットを編集したり、新しいセットを作成したりできます 

 

セットを作成したら、ジョブを実行してセット内のすべてのユーザーを更新できます 

 

例えば 

 

カタロガーセット内にいる全Almaユーザーにライセンスビューア役割を割り当てたいとき 

 

[管理] + [ジョブを実行する]に移動します 

 

ユーザータイプでフィルタリングします 



 

ユーザーを更新/ユーザーに通知ジョブを選択します 

 

このジョブを使用すると、ユーザーを編集したり、ユーザーにメッセージを送信したりできます 

 

[次へ]をクリックします 

 

更新するユーザーのセットを選択します 

 

作成したばかりのカタロガーセットを確認できます 

 

次です 

 

このページでは、ユーザーのセットに対して実行する複数のアクションを選択できます 

 

通知の送信したり 

 

ユーザーレコードに削除日を追加したり 

 

ステータスを有効に変更したりできます 

 

利用可能なオプションの詳細については、マニュアルをご覧ください 

 

この例では、ユーザー役割を割り当てたいと思います 

 

ライセンスビューアの役割を選択し 

 

私たちの機関に範囲を設定します 

 

次です 

 

このページでは、ジョブの詳細を確認できます 

 

選択したセットは、カタロガーセットです 

 

選択したアクションは、ライセンスビューアの役割を追加することです 

 

送信します 

 



警告を確認します 

 

[ジョブの監視]ページで、[ユーザーを更新/ユーザーに通知]ジョブが実行されています 

 

履歴タブを選択します 

 

ジョブが正常に完了したことがわかります 

 

ここでそのジョブレポートを表示できます 

 

レポートでは、ジョブによって処理されたレコードの数や 

 

エラーや警告の有無を確認できます 

 

ありがとうございました 

 


